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PICK UP みかわ  

笹飾り、彩り結ぶ、清流線。 

6 月 28 日 

毎年椋野駅で、椋野レインボーサロン

の皆さんが七夕飾りをされています。

地域の元気と清流線の活性化につなが

るようにと願いを込めた短冊や、カラ

フルな飾りをたくさん手作りし、皆さ

んで協力しながらわいわい楽しく飾り

付けると、笹はとっても賑やかに。「一

年に一度、童心に返って作るのが何と

も楽しいのよ。」とサロン代表の大崎さ

ん。錦川から駅のホームに心地よい風

が吹き抜けると、涼しげに笹飾りがそ

よぎました。願い事が叶いますように。 

地域の願いを込めた七夕飾りが、椋野駅を涼しげに彩りました。  

椋野レインボーサロンが取り組まれている錦川清流線維持活動の様子をご紹介します。  
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6 月 10 日 

擂った新玉ねぎは、目が痛くなる

ほど強烈な香り！でもこれがご

きぶり誘因の秘訣です。作った団

子は、空き家を含む地域の住宅に

配るそう。地域のつながりを感じ

ました。後半は保健師さんの指導

で「パタカラ体操」に挑戦、嚥下

機能の低下予防法を学びました。 

市ケ原自治会のみなさん 

お疲れさまでした！ 

梅雨入り前の市ケ原集会所に、地

域の女性の皆さんが集まって、ご

きぶり駆除用ホウ酸団子を作ら

れました。コロナ禍で長らくお休

みしていたサロンを３月から再

開し、ごきぶり団子づくりは実に

２年ぶりだとか。皆さん笑顔で楽

しんでおられました。ミキサーで
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白玉団子みたいじゃが 

人間は食べられんよ 

お口の健康は 

元気で長生きの 

秘訣です 

今
月
の 
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    「僕たちお仕事がんばってます！」 

市ケ原・隅さんの田んぼ（本郷）にて 【6 月 27 日撮影】 

グラウンドをぐるりと取り

囲むように、ひまわりを植え

られています。暑い中、水や

りやお世話が大変では？と、 

思いながら 

きれいな花を 

ながめています。 

 

M I K A W A  

市ケ原自治会の「ごきぶり団子作りと食推の復伝会」  


